
最
適
通
貨
圏
論
考

清
　
水

貞
　
俊

　
Ｅ
Ｃ
の
経
済
・
通
貨
同
盟
が
一
九
七
一
年
に
発
足
し
て
か
ら
一
〇
年
に
な
ろ
う
と
し
、
又
欧
州
通
貨
制
度
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
が
成
立
し

て
一
年
半
以
上
に
な
る
。
最
初
の
予
定
で
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
発
足
後
二
牛
以
内
に
欧
州
通
貨
基
金
Ｅ
Ｍ
Ｆ
の
創
設
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
現
時
点
で
は
Ｅ
Ｍ
Ｆ
の
創
設
は
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
失
敗
に
帰
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
た
い
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
一
年

半
は
大
き
な
難
関
に
直
両
す
る
こ
と
た
く
、
あ
る
意
味
で
は
平
穏
に
経
過
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
予
定
通
り
Ｅ
Ｍ
Ｆ
の

発
足
に
こ
ぎ
っ
け
る
迄
に
ー
は
各
国
の
政
治
的
・
経
済
的
状
況
が
熟
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
欧
州
通
貨
制
度
の
一
層
の
前
進
、
そ
れ

は
す
ぐ
れ
て
政
治
的
決
断
の
問
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
ひ
る
が
え
っ
て
欧
州
通
貨
圏
形
成
の
論
理
、
又
は
そ
の
基
準
に
っ
い
て
は
先
駆
的
た
も
の
と
し
て
は
、
、
、
－
ド
や
シ
ト
フ
ス
キ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

あ
り
、
又
明
確
な
形
で
最
適
通
貨
圏
の
理
論
と
し
て
打
出
し
た
も
の
と
し
て
は
マ
ソ
デ
ル
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
本
論
考
で
は
マ
ソ
デ
ル
以
下
の
論
者
が
最
適
通
貨
圏
捗
成
の
基
準
と
し
て
あ
げ
て
い
る
も
の
を
検
討
し
、
批
判
す
る
と
共
に
現
実

の
Ｅ
Ｃ
に
お
げ
る
通
貨
統
合
の
将
来
性
に
っ
い
て
も
言
及
し
た
い
。
最
適
通
貨
圏
の
間
題
に
っ
い
て
は
目
本
に
お
い
て
も
既
に
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
４
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
一
５
一

の
紹
介
や
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
論
考
も
若
干
そ
れ
ら
の
二
番
煎
じ
的
感
も
な
く
は
な
い
が
　
先
に
発
表
し
た
拙
稿
の
不
足

部
分
を
補
な
う
と
共
に
、
今
後
の
欧
州
通
貨
同
盟
研
究
の
一
つ
の
礎
石
に
・
し
た
い
。

　
　
　
　
最
適
通
貨
圏
論
考
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
五
四
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
五
四
四
）

　
最
適
通
貨
圏
彫
成
の
基
準
と
し
て
、
生
産
要
素
の
移
動
性
が
高
い
こ
と
、
経
済
が
開
放
的
で
あ
る
こ
と
、
経
済
が
多
様
化
し
て
い

る
こ
と
、
金
融
統
合
の
度
合
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
以
下
こ
れ
ら
に
っ
い
て
紹
介
し
、
検
討
し
て
い
く
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

　
Ｈ
・
軍
峯
＄
ｑ
９
．
弓
ぎ
霊
－
彗
８
－
◎
↑
霊
＜
昌
彗
↓
。
・
軍
◎
巨
Ｏ
昌
。
・
◎
｛
Ｐ
向
膏
◎
潟
彗
句
『
窒
－
箏
邑
Ｏ
ぎ
８
、
一
『
ざ
事
§
§
、
さ
ミ
§
ド

＜
◎
一
－
■
く
戸
ｏ
ｐ
宕
零

畠
げ
・
二
・
ま
奏
罫
専
§
§
一
・
§
§
ミ
§
～
事
き
§
寒
ミ
§
ミ
・
§
§
ミ
ニ
婁

雰
琴
；
・
旨
薫
戸
．
声
掌
８
｛
・
；
呂
…
昌
Ｏ
實
・
写
ぎ
易
、
．
ト
§
ミ
一
§
向
§
ミ
ニ
§
茎
．
Ｃ
・
・
Ｐ
嚢
Ｈ

　
最
適
通
貨
圏
の
問
題
を
論
じ
た
目
本
の
文
献
で
筆
者
が
目
に
し
た
も
の
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

藤
田
正
寛
「
国
際
通
貨
と
最
適
通
貨
地
域
」
『
金
融
経
済
』
一
九
六
八
年
六
月
。

小
宮
隆
太
郎
「
最
適
通
貨
地
域
の
理
論
」
嘉
治
元
郎
・
村
上
泰
亮
編
『
現
代
経
済
学
の
展
開
』
一
九
七
一
。

藤
田
正
寛
「
最
適
通
貨
地
域
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
『
同
志
杜
商
学
』
一
九
七
一
・
九
。

小
山
満
男
「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
・
展
望
」
『
政
経
論
叢
』
一
九
七
二
・
八
。

柴
田
裕
「
最
適
通
貨
圏
形
成
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る
」
『
東
洋
経
済
』
臨
時
増
刊
一
九
七
一
・
二
一
・
八
。

浦
上
博
達
「
最
適
通
貨
圏
と
要
素
移
動
」
『
城
西
経
済
学
会
誌
』
第
ｕ
巻
１
・
２
・
３
号
一
九
七
五
。

岡
地
勝
三
「
最
適
通
貨
圏
の
形
成
と
問
題
点
」
『
貿
易
と
関
税
』
一
九
七
六
・
九
。

井
川
一
宏
「
通
貨
統
合
の
理
論
」
『
国
民
経
済
雑
誌
』
一
九
七
八
・
七
。

中
園
史
彦
「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
の
一
視
点
」
『
経
済
経
営
論
叢
』
一
九
七
八
・
九
。

中
園
史
彦
「
対
外
均
衡
と
通
貨
圏
の
基
本
的
理
念
」
『
経
済
経
営
論
叢
』
一
九
七
九
・
九
。

　
清
水
貞
俊
「
欧
州
経
済
通
貨
同
盟
の
発
展
」
『
立
命
館
経
済
学
』
第
二
七
巻
第
六
号
　
一
九
七
九
・
二
。



１

要
素
移
動
性

　
　
マ
ソ
テ
ル
の
基
準

一
ソ
デ
ル
の
「
最
適
通
貨
圏
の
理
部
が
書
か
れ
た
の
は
一
九
六
一
年
で
あ
る
。
こ
の
時
擢
－
Ｍ
・
の
固
定
相
場
制
一
ル
、
ズ

な
固
定
相
場
制
と
い
っ
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
）
の
下
に
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
赤
字
が
顕
在
化
し
、
そ
れ
が
更
に
深
化
し
っ
っ

あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
他
方
ヵ
ナ
ダ
は
流
入
す
る
ド
ル
に
対
処
す
る
た
め
－
Ｍ
・
体
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
為
替
相
髪
変
動
さ
せ
、

そ
の
自
已
調
節
作
用
に
国
際
収
支
の
均
衡
回
復
を
期
待
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
又
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
し
て
の
単
一
通
貨

の
採
用
又
は
そ
の
前
提
と
し
て
の
為
替
レ
ー
ト
の
固
定
化
が
議
論
さ
れ
て
い
た
（
Ｅ
Ｃ
委
員
会
の
公
式
見
解
と
し
て
固
定
の
方
向
が
打
出

さ
れ
た
の
は
一
九
六
二
年
の
「
第
二
段
階
の
行
動
計
画
」
に
お
い
て
で
１
あ
る
）
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
マ
ン
デ
ル
は
ど
の
よ
う
な
経
済
が
、
そ
の
経
済
体
の
内
都
で
は
固
定
レ
ー
ト
制
を
と
り
、
外
部
の
経
済
体
と
の

間
で
は
変
動
相
場
制
を
と
る
べ
き
か
、
に
つ
い
て
そ
の
基
準
を
検
討
し
て
い
る
。
外
部
と
の
境
界
を
変
動
相
場
制
で
画
さ
れ
、
そ
の

内
部
で
は
固
定
レ
ー
ト
制
で
っ
な
が
っ
て
い
る
地
域
が
マ
ソ
デ
ル
の
定
義
す
る
通
貨
圏
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
通
貨
圏
の
移
成
に
よ

っ
て
域
内
の
雇
用
の
安
定
性
と
価
格
水
準
の
安
定
性
が
共
に
維
持
可
能
な
場
合
に
こ
れ
が
「
最
適
通
貨
圏
」
と
マ
ソ
デ
ル
は
定
義
し

て
い
る
。
以
下
マ
ソ
デ
ル
に
従
っ
て
そ
の
説
く
と
こ
ろ
を
見
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
Ａ
・
Ｂ
と
い
う
二
っ
の
経
済
体
（
彗
葦
邑
を
考
え
る
（
こ
の
経
済
体
は
国
又
は
地
域
で
あ
る
）
。
完
全
雇
用
と
国
際
収
支
（
又
は

地
域
間
収
支
）
の
均
衡
状
態
を
前
提
し
、
こ
こ
で
Ｂ
の
製
品
か
ら
Ａ
の
製
品
に
・
需
要
が
移
行
し
た
場
合
を
考
え
る
。

　
Ａ
・
Ｂ
が
そ
れ
ぞ
れ
国
で
あ
る
場
合
、
Ｂ
国
で
は
失
業
圧
力
が
、
Ａ
国
で
は
イ
ソ
フ
レ
圧
力
が
か
か
る
。
Ａ
国
で
物
価
騰
貴
が
可

　
　
　
　
最
適
通
貨
圏
論
考
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
（
五
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
五
四
六
）

能
な
場
合
、
．
交
易
条
件
の
変
化
に
よ
り
Ｂ
国
の
調
整
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
が
、
Ａ
国
が
物
価
騰
貴
を
お
さ
え
る
た
ら
ば
Ｂ
国
が
実
質

賃
金
を
引
下
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
両
国
が
固
定
相
場
制
で
っ
た
が
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
Ｂ
国
は
そ
の
産
出
量
と
雇
用
量
を
減
ら
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。
一
」
一
の
場
合
物
価
又
は
雇
用
の
安
定
性
が
保
ち
え
な
い
。

　
マ
ソ
デ
ル
は
も
う
一
つ
別
の
例
と
し
て
Ａ
，
Ｂ
が
共
通
の
通
貨
を
も
ち
、
同
じ
政
府
に
よ
っ
て
完
全
雇
用
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る

二
つ
の
地
域
を
例
に
出
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
Ｂ
地
域
か
ら
Ａ
地
域
へ
の
需
要
の
移
行
は
Ｂ
地
域
に
失
業
圧
力
が
、
Ａ
地
域
に
イ
ン

フ
レ
圧
力
が
か
か
る
（
こ
こ
で
Ａ
Ｂ
両
地
域
問
の
労
働
力
の
移
動
性
が
な
い
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
）
。
Ｂ
地
域
の
失
業
圧
力
を
緩
和
す
る

た
め
通
貨
当
局
が
通
貨
の
供
給
を
増
大
さ
せ
る
と
Ａ
地
域
の
イ
ソ
フ
レ
圧
力
が
倍
加
す
る
。
逆
に
Ａ
地
域
に
イ
ソ
フ
レ
が
生
じ
な
い

よ
う
に
引
締
め
政
策
を
と
る
と
Ｂ
地
域
の
失
業
が
増
大
す
る
。
従
っ
て
完
全
雇
用
政
策
は
こ
の
場
合
、
一
」
の
通
貨
圏
に
対
し
て
イ
ソ

フ
レ
．
バ
イ
ァ
ス
を
生
じ
さ
せ
、
ア
ソ
チ
・
イ
ソ
フ
レ
政
策
は
失
業
を
発
生
さ
せ
る
。

　
以
上
見
た
二
っ
の
例
に
っ
い
て
、
こ
の
ど
ち
ら
の
通
貨
圏
も
失
業
と
イ
ン
フ
レ
の
両
方
（
又
は
何
れ
か
）
を
回
避
出
来
ず
・
Ａ
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
世
界
は
「
最
適
」
通
貨
圏
を
構
成
し
な
い
と
結
論
づ
げ
て
い
る
。

　
次
に
変
動
相
場
制
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
二
っ
以
上
の
通
貨
圏
の
存
在
は
マ
ソ
デ
ル
の
通
貨
圏
の
定
義
か
ら
し
て
当
然
そ
の
問
に

は
変
動
為
替
相
場
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
に
需
要
が
Ｂ
国
の
産
品
か
ら
Ａ
国
の
産
品
に
移
行
す
る
こ
と
は
Ｂ

国
通
貨
価
直
の
減
価
か
Ａ
国
通
貨
価
値
の
騰
貴
に
よ
り
対
外
バ
ラ
ソ
ス
は
是
正
さ
れ
、
Ｂ
国
の
失
業
と
Ａ
国
の
イ
ソ
フ
レ
圧
力
と
は

救
済
さ
れ
る
。
こ
れ
が
変
動
相
場
制
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
し
か
し
マ
ソ
デ
ル
は
こ
こ
で
一
っ
の
特
殊
な
ヶ
ー
ス
を
例
示
す
る
。
即
ち
世
界
が
二
ヵ
国
　
　
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
と
ヵ
ナ
ダ

か
ら
成
つ
て
お
ｊ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
、
の
通
貨
羨
用
し
て
い
る
と
字
。
同
時
に
こ
の
大
陸
が
霧
と
は
別
に
東
と
西
の
別
の
地



域
（
５
牡
◎
舅
）
に
分
け
ら
れ
、
東
部
は
車
の
よ
う
な
商
品
を
生
産
し
、
西
部
は
木
材
製
品
の
よ
う
な
も
の
を
生
産
し
て
い
る
例
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
変
動
相
場
制
が
前
提
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
Ｕ
Ｓ
ド
ル
と
カ
ナ
ダ
・
ド
ル
の
間
の
為
替
変
動
で
あ
る
。
自
動
車
産
業
の

生
産
性
が
増
大
し
た
と
す
る
と
、
木
材
製
品
の
過
剰
需
要
及
び
自
動
車
の
過
剰
供
給
と
な
る
。
こ
の
変
化
は
東
部
に
お
げ
る
失
業
と

西
部
に
お
げ
る
イ
ソ
フ
レ
圧
力
を
引
き
起
こ
し
、
変
動
相
場
制
は
こ
の
地
域
問
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
役
を
果
さ
な
い
。
こ
の
例
は

変
動
相
場
制
の
無
力
性
を
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
も
し
各
国
通
貨
が
放
棄
さ
れ
て
崖
阻
ｏ
§
Ｈ
な
通
貨
で
再
編
成
さ
れ
る
な
ら

ぼ
、
即
ち
カ
ナ
ダ
・
ド
ル
と
Ｕ
Ｓ
ド
ル
の
か
わ
り
に
「
東
の
ド
ル
」
と
「
西
の
ド
ル
」
に
再
編
成
さ
れ
、
東
西
の
為
替
相
場
が
変
動
的

で
あ
る
な
ら
ば
、
東
と
西
の
均
衡
は
維
持
さ
れ
る
。
そ
し
て
マ
ソ
デ
ル
は
、
「
要
素
移
動
が
国
内
で
は
高
く
、
国
際
的
に
は
低
い
な
ら

ぱ
、
各
国
通
貨
に
基
礎
を
お
い
た
変
動
相
場
制
は
十
分
効
果
的
に
働
ら
く
だ
ろ
う
。
も
し
地
域
が
国
境
と
交
叉
し
て
設
定
さ
れ
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

ら
ば
、
或
は
諸
国
が
多
地
域
的
で
あ
る
な
ら
ぼ
通
貨
が
地
域
別
に
再
編
成
さ
れ
た
時
に
の
み
変
動
相
場
制
は
有
効
で
あ
る
」
と
し
て

い
る
。
転
じ
て
彼
は
ミ
ー
ド
及
び
シ
ト
フ
ス
キ
ー
の
共
通
通
貨
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
考
え
を
比
較
し
て
い
る
。
、
、
、
－
ド
は
欧
州
共

同
市
場
の
内
部
で
は
労
働
力
の
移
動
性
の
欠
除
の
た
め
共
通
通
貨
の
た
め
の
条
件
は
存
在
せ
ず
、
弾
力
的
な
為
替
相
場
の
制
度
が
望

ま
し
い
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
シ
ト
フ
ス
キ
ー
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
内
に
お
い
て
共
通
通
貨
を
推
進
す
る
立
場
に
立
っ
て
、
そ
の
た

め
に
は
労
働
の
移
動
性
を
一
層
高
め
、
超
国
家
的
雇
用
政
策
を
と
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
両
主
張
を
対
比
し
て
「
こ
れ

ら
二
っ
の
見
解
の
問
の
明
ら
か
た
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
…
…
両
方
の
ヶ
ー
ス
共
、
共
通
通
貨
、
或
は
単
一
通
貨
圏
の
基
本
的
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

素
は
高
度
の
要
素
移
動
性
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

　
既
に
述
べ
た
こ
と
と
重
複
す
る
が
、
彼
の
結
論
を
要
約
す
れ
ば
、
一
定
の
地
域
内
で
要
素
移
動
性
が
あ
り
、
他
の
地
域
と
の
問
で

は
要
素
移
動
性
が
な
い
よ
う
な
地
域
に
世
界
が
分
割
さ
れ
た
な
ら
ぼ
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
は
独
自
の
通
貨
を
持
ち
、
他
の
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通
貨
と
の
問
の
価
値
は
相
対
的
に
変
動
さ
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
一
国
の
中
で
労
働
力
及
び
資
本
が
十
分
た
移
動
性
を
も
た
な
い
な

ら
ぼ
、
そ
の
国
の
通
貨
の
対
外
価
格
を
変
動
さ
せ
た
と
し
て
も
安
定
化
機
能
を
果
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
様
に
複
数
国
家
問
で
も

国
境
を
越
え
て
要
素
移
動
が
可
能
な
ら
ば
変
動
相
場
制
は
不
必
要
で
あ
り
、
む
し
ろ
有
害
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

よ
う
な
通
貨
の
再
編
成
は
国
家
主
権
の
問
題
と
関
連
を
も
っ
て
い
る
の
で
国
家
主
権
が
放
棄
さ
れ
っ
っ
あ
る
地
域
や
流
動
的
な
地
域

　
　
例
え
ぼ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
や
新
た
に
植
民
地
か
ら
独
立
し
た
よ
う
な
地
域
　
　
で
の
み
可
能
で
あ
る
と
結
論
づ
げ
て
い
る
。

　
以
上
見
た
よ
う
に
マ
ソ
デ
ル
は
要
素
移
動
性
が
最
適
通
貨
圏
形
成
の
必
要
条
件
と
考
え
た
。
こ
の
点
は
後
に
多
く
の
論
者
に
よ
っ

て
批
判
の
対
象
と
た
っ
て
い
る
。
要
素
移
動
に
つ
い
て
の
諾
家
の
見
解
を
簡
単
に
紹
介
し
て
見
よ
う
。

　
マ
ッ
キ
ノ
ソ
は
要
素
移
動
性
よ
り
も
経
済
の
開
放
性
を
最
適
通
貨
圏
形
成
の
必
要
条
件
と
し
て
主
張
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
彼
は
要
素
移
動
に
つ
い
て
は
後
の
論
者
の
よ
う
に
き
び
し
い
批
判
的
態
度
は
と
っ
て
い
な
い
。
要
素
移
動
を
通
貨
圏
彩
成

の
一
っ
の
条
件
と
認
め
っ
っ
マ
ソ
デ
ル
の
考
え
を
更
に
こ
ま
か
く
見
直
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
っ
い
て
の
詳
述
は
省
略
す

（
５
）

る
。　

他
の
論
者
は
大
体
要
素
移
動
を
重
視
す
る
考
え
に
批
判
的
で
あ
る
。
考
う
る
に
、
最
適
通
貨
圏
な
る
考
え
方
は
マ
ソ
デ
ル
（
一
九

六
一
）
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
主
要
た
貢
献
者
は
マ
ッ
キ
ノ
ソ
（
一
九
六
三
）
、
ケ
ネ
ソ
（
一
九
六
九
）
、
フ
レ
ミ
ソ
グ

（
一
九
七
一
）
、
オ
ニ
ダ
（
一
九
七
二
）
、
　
マ
ニ
フ
ィ
コ
及
び
コ
ー
デ
ソ
（
一
九
七
三
）
、
プ
レ
ス
リ
ー
及
び
デ
ニ
ス
（
一
九
七
六
）
、
　
コ
フ

ィ
ー
（
一
九
七
七
）
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
マ
ソ
デ
ル
と
マ
ッ
キ
ノ
ソ
は
一
九
六
〇
年
代
の
初
期
に
、
そ
の
以
後
の
も
の
は
ケ
ネ
ソ
の

一
九
六
九
年
も
含
め
て
大
体
一
九
七
〇
年
代
の
も
の
で
あ
る
。
六
〇
年
代
初
期
と
い
う
の
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
が
成
立
し
、
発
展
し
、
関
税
同

盟
の
面
で
大
き
な
前
進
が
な
さ
れ
、
要
素
移
動
に
つ
い
て
も
、
資
本
、
労
働
移
動
共
に
そ
の
自
由
化
の
た
め
の
措
置
が
制
度
的
に
と



ら
れ
つ
っ
あ
一
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
に
か
げ
て
は
…
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
低
滞
し
、
特

に
１
本
稿
と
の
か
か
わ
り
で
い
え
ぱ
地
域
問
較
差
は
縮
ま
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
拡
大
す
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
、
労
働
者
の
移
動
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ

の
本
来
の
考
え
方
労
働
者
の
自
由
移
動
・
…
域
内
単
一
労
働
市
場
の
形
成
－
１
長
し
て
域
内
に
お
げ
る
労
働
移
動
性
は

む
し
ろ
減
少
し
・
域
外
か
ら
の
労
働
者
が
多
く
流
入
し
て
く
る
と
い
う
事
態
に
な
つ
た
。
こ
の
時
期
竃
た
累
ケ
ネ
ソ
以
後
の
論

文
で
あ
る
。

　
マ
ソ
デ
ル
に
対
す
る
ヶ
ネ
ソ
の
批
判
は
痛
烈
で
あ
る
。
即
ち
、
　
「
要
素
移
動
が
両
地
域
の
雇
用
問
題
を
解
決
す
る
と
し
て
も
、
地

域
問
の
貿
易
の
均
衡
を
完
全
に
回
復
す
る
と
本
当
に
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
単
に
労
働
移
動
の
み
で
地
域
問
の
労
働
市
場
の
不
均

衡
と
貿
易
の
不
均
衡
を
終
結
さ
せ
う
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
こ
に
は
異
常
な
消
費
需
要
の
移
態
と
異
常
な
生
産
方
法
と
が
必
要
と
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
更
に
木
材
生
産
に
対
す
る
需
要
の
増
加
は
西
部
に
。
お
げ
る
追
加
的
投
資
を
刺
激
し
、
こ
れ
が
所
得
増
と
輸
入
増
を
惹

起
し
て
経
常
収
支
バ
ラ
ソ
ス
を
悪
化
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
…
…
地
域
を
地
理
的
或
は
政
治
的
に
で
は
な
く
て
行
動
面
か
ら
定
義
し
た
場

合
、
地
域
間
の
完
全
な
労
働
移
動
性
は
完
全
た
職
業
問
の
移
動
性
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
労
働
が
同
質
で
あ
る
時
に

の
み
起
り
う
る
・
結
論
的
に
ー
マ
ソ
デ
ル
の
接
近
方
法
は
最
適
通
貨
圏
は
常
に
小
さ
い
地
域
に
な
る
と
い
う
悲
し
い
結
果
を
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

確
実
性
が
大
き
い
。
そ
れ
は
単
一
生
産
物
地
域
で
あ
る
」
と
。

　
別
の
観
点
か
ら
問
題
を
指
摘
し
た
い
。
マ
ソ
デ
ル
の
場
合
地
域
的
な
労
働
移
動
性
が
あ
れ
ぼ
固
定
レ
ー
ト
制
で
つ
た
が
り
う
る
の

で
あ
る
・
彼
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
東
部
と
西
部
の
例
で
は
最
初
か
ら
こ
の
問
で
は
労
働
移
動
性
が
な
い
も
の
と
し
て
、
異
質
な
経
済

と
し
て
立
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
前
提
は
最
後
迄
と
り
払
わ
れ
て
い
た
い
。
従
っ
て
東
部
と
西
部
で
は
別
の
通
貨
圏
を
彩
成
し
て
互

い
に
変
動
相
場
制
で
っ
な
が
る
以
外
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
東
部
と
西
部
に
労
働
移
動
性
を
導
入
す
る
と
彼
の
全

　
　
　
　
最
適
通
貨
圏
論
考
（
清
水
）
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体
の
論
理
か
ら
当
然
一
つ
の
通
貨
圏
が
形
成
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
前
提
を
立
て
直
し
た
上
で
マ
ソ
デ
ル
の
東
西
地
域
の
問
題

を
考
え
直
し
て
見
よ
う
。

　
東
部
は
自
動
車
の
よ
う
な
製
品
を
西
部
は
木
材
製
品
の
よ
う
な
製
品
を
生
産
し
て
い
る
。
　
マ
ソ
デ
ル
は
こ
う
し
た
上
で
直
ち
に

議
論
を
前
へ
進
め
る
が
、
そ
う
す
る
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
性
格
づ
げ
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
　
「
自
動
車
の
よ
う
な
製
品

（
四
、
ｑ
の
己
。
貝
。
｝
、
。
。
。
、
、
。
。
）
」
と
い
う
の
は
狭
い
意
味
で
単
に
自
動
車
と
解
す
べ
き
で
な
く
、
自
動
車
産
業
は
裾
野
の
広
い
工
業
の
上
に

な
り
立
っ
産
業
で
あ
り
、
従
っ
て
東
部
は
工
業
地
域
と
見
ら
れ
る
。
西
部
は
「
木
材
製
品
の
よ
う
な
製
品
（
ぴ
ｑ
Ｏ
Ｏ
穿
。
・
膏
プ
易
巨
昌
げ
實

ｏ
、
。
ｑ
目
。
↓
。
。
）
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
は
農
林
業
に
基
礎
を
お
い
て
若
干
の
工
業
化
を
と
も
な
っ
た
地
域
と
見
ら
れ
る
◎
こ
こ

で
一
ソ
デ
ル
が
い
呈
う
に
一
た
と
え
ぱ
一
自
動
車
産
業
に
生
産
性
の
増
大
が
差
ら
さ
れ
る
と
ど
差
る
か
。
一
般
に
東
部
は
工
業

地
域
で
西
部
よ
り
は
急
速
に
新
技
術
の
導
入
が
可
能
な
地
域
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
一
ソ
デ
ル
に
よ
る
と
ポ
部
で
失
業
圧
力
が
・
西

部
で
超
過
労
働
需
要
が
発
生
す
る
。
従
っ
て
こ
の
問
で
労
働
移
動
が
可
能
と
す
れ
ば
労
働
者
は
東
か
ら
西
へ
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
私
の
想
定
で
は
確
か
に
自
動
車
と
木
材
製
品
の
価
格
関
係
で
は
自
動
車
の
方
が
相
対
的
に
安
く
な
り
、
商
品
交
易
条
件
で
は

自
動
車
の
方
が
不
利
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
自
動
車
は
そ
の
価
格
低
下
に
よ
り
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
（
或
は
昌
。
ｑ
一
◎
量
一

に
も
一
目
一
、
、
、
、
胴
一
。
目
、
一
に
も
）
よ
り
多
く
の
需
要
を
引
き
起
こ
す
。
生
産
者
は
価
格
を
引
下
げ
て
も
、
生
産
性
の
増
大
に
よ
り
、
西
部

よ
り
有
利
と
な
り
、
一
層
の
新
規
投
資
を
行
な
い
、
労
働
者
は
そ
れ
に
引
き
っ
げ
ら
れ
て
西
部
か
ら
東
部
へ
移
動
す
る
。
ま
さ
に
マ

ソ
デ
ル
と
は
逆
で
あ
る
。
っ
ま
り
フ
ラ
ソ
ソ
ァ
・
ペ
ル
ー
の
表
現
を
か
り
る
と
東
部
が
資
本
と
労
働
を
引
き
っ
げ
る
発
展
の
極
と
な

　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

る
の
で
あ
り
　
西
部
は
発
展
か
ら
と
り
残
さ
れ
た
地
域
と
な
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
中
で
共
同
市
場
（
商
品
、
資
本
、
労
働
力
の
）
が
形
成
さ

れ
た
場
合
に
こ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
警
戒
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
特
に
経
済
通
貨
同
盟
形
成
の
必
須
的
な
前
提
と
し
て
バ
ラ
ソ
ス
の

●



と
れ
た
発
展
釜
莞
も
の
乞
て
据
え
ら
れ
、
地
域
開
発
政
策
に
；
の
大
き
な
力
点
蕎
か
れ
た
の
で
あ
る
。

一
讐
審
と
い
島
合
、
対
外
均
衡
一
国
際
収
支
の
均
衡
一
と
内
的
均
街
一
失
業
の
た
い
状
態
一
が
多
く
い
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域
問

の
バ
ラ
ソ
ス
の
間
題
喜
え
る
必
要
が
あ
る
。
労
働
力
の
移
動
に
よ
り
失
業
は
解
消
さ
れ
、
労
働
者
は
雇
用
に
あ
り
っ
き
、
所
得
水

準
は
高
く
な
る
か
為
れ
な
い
。
し
か
し
労
働
者
の
移
動
を
要
素
移
動
と
い
う
よ
う
な
形
で
位
置
づ
け
、
換
一
一
一
一
口
す
れ
ぼ
労
働
者
を
人

問
性
を
無
視
し
た
生
産
要
素
と
位
置
づ
け
る
き
ろ
に
間
題
が
あ
る
。
自
分
の
生
れ
た
と
こ
ろ
に
愛
着
を
感
じ
、
一
一
一
一
量
毒
葛
違

う
見
知
ら
ぬ
土
地
に
ー
行
き
た
が
ら
な
い
労
働
者
を
経
済
的
牽
引
力
で
発
展
の
極
に
引
き
っ
け
る
の
で
た
く
、
労
働
者
の
い
る
と
こ
ろ

に
資
本
姦
下
し
て
産
業
化
を
は
か
一
て
い
≦
一
と
が
、
地
域
政
策
の
基
本
的
理
念
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
饗
同
盟
髭
の
前

提
条
件
で
あ
一
た
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
政
策
的
に
い
う
着
ぼ
労
働
者
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
通
貨
同
盟
形
成
の
必
須
条
件
で
は
な

く
・
極
論
す
れ
ぼ
労
働
老
を
移
動
さ
せ
な
い
こ
と
が
一
労
働
者
が
移
動
し
な
く
て
す
む
よ
う
に
す
る
こ
と
が
一
通
貨
同
盟
形
成
の
；
の

重
要
な
条
件
で
あ
る
・
同
じ
よ
う
な
問
題
指
摘
は
も
う
少
し
穏
当
姦
で
小
山
満
男
氏
に
よ
つ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
「
諸
学
者
は

喜
萎
享
菅
窪
く
す
た
め
の
労
働
移
動
性
を
重
視
し
て
い
る
が
、
最
近
の
わ
が
国
に
見
ら
れ
る
過
疎
問
題
を
考
え
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

き
・
労
働
の
か
か
る
地
域
か
ら
の
流
出
だ
け
で
は
問
題
は
解
決
し
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
と
。

　
　
一
１
；
．
・
．
彗
竃
昌
二
宗
・
・
三
・
言
旨
・
旨
聲
～
・
婁
ぎ
き
二
。
。
ミ
。
、
。
一
一
。
オ
、
、
一
、
ミ
、
二
。
曾
．
奏
及
び

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

　
ミ
ミ
§
§
§
一
専
§
§
、
い
一
Ｈ
畠
・
。
．
暑
．
Ｈ
ミ
ー
Ｈ
・
。
ｏ
．

申
キ
竃
ｑ
；
Ｕ
向
昌
一
ミ
ミ
§
一
～
ｏ
§
一
専
§
§
宣
君
・

申
声
．
呂
ｑ
オ
Ｕ
昌
■
ニ
ミ
．
君
．
Ｈ
・
。
Ｈ
～
畠
Ｎ
．

申
戸
冒
ｑ
呂
Ｕ
向
－
■
ま
～
．
ｐ
Ｈ
。
。
ド

宛
．
Ｈ
．
　
竃
Ｏ
Ｈ
（
Ｈ
オ
オ
○
≠
一
〇
り
ヰ
Ｂ
旨
Ｂ
ｌ
Ｏ
目
Ｈ
・
Ｈ
０
箏
ｏ
Ｋ
声
Ｈ
０
｝
ｏ
〇
一

最
適
通
貨
圏
論
考
（
清
水
）

ミ
Ｏ
０
１
Ｈ
茗
．

§
～
＼
§
ミ
§
向
§
§
、
オ
・
き
§
ｏ
つ
８
け
・
畠
箪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
（
五
五
一
）

ｏ
．
富
卜



（
６
）

（
７
）

（
８
）

立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
一
．
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
一
五
五
二
一

　
な
お
こ
の
点
に
関
し
て
は
中
園
史
彦
「
対
外
均
衡
と
通
貨
圏
の
基
本
的
理
念
　
　
く
塞
宗
と
竃
Ｏ
匿
昌
旨
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
っ
い

て
」
『
経
済
経
営
論
叢
』
第
一
四
巻
第
二
号
八
九
～
九
〇
頁
に
一
定
の
言
及
が
あ
る
。

勺
・
軍
胃
竃
；
畠
、
豪
冒
；
；
呂
昌
…
Ｏ
冒
冨
箏
２
ぎ
婁
ぎ
塁
婁
。
≦
¢
ミ
ニ
覧
．
キ
彗
旨
胃
；
己

　
　
　
戸
穴
・
ｏ
つ
事
○
団
○
Ｕ
戸
き
§
ざ
ミ
、
§
§
§
県
き
“
皇
“
ミ
§
ぎ
§
Ｎ
向
８
§
§
ド
り
り
．
お
～
拝

　
な
お
、
マ
ソ
デ
ル
の
基
準
で
通
貨
圏
を
形
成
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
般
に
狭
小
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
邦

文
の
論
文
で
は
、
小
山
満
男
「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
・
展
望
一
一
政
経
論
叢
』
第
萎
第
二
号
が
あ
苓
労
働
の
同
質
性
を
厳
密
に
考
え

れ
ば
ヶ
ネ
ソ
の
よ
う
に
単
一
生
産
物
地
域
と
な
る
が
、
広
い
意
味
で
と
れ
ば
生
産
物
が
多
様
化
す
れ
ぱ
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

句
、
、
箏
巾
。
一
。
。
胃
勇
○
貝
二
。
。
。
句
。
、
昌
。
。
。
竺
；
§
冒
§
二
婁
一
・
琴
ま
Ｏ
・
昌
旨
；
§
ミ
一
§
§
こ
嚢
冬

　
　
　
Ｈ
彗
－
票
く
．
Ｈ
竃
Ｏ
。
参
照
。

　
小
山
満
男
「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
・
展
望
」
　
『
政
経
論
叢
』
第
２
２
巻
第
２
号
一
二
六
頁
。

２

　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

経
済
の
開
放
性

　
　
マ
ッ
キ
ノ
ソ
の
基
準

一
ツ
キ
ノ
ン
は
最
適
通
貨
圏
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
即
ち
彼
に
よ
れ
ぼ
、
「
一
最
適
性
一
と
は
、
の
完
全
雇
用
の
維
持
畠

際
収
支
均
衡
の
維
持
壌
内
の
平
均
価
格
水
準
の
安
定
維
持
と
い
う
三
っ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
通
貨
．
金
融
政
策
と
対
外

変
動
相
場
制
と
に
よ
っ
て
最
善
の
解
決
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
単
一
の
通
貨
圏
の
こ
と
で
あ
る
◎
」

　
こ
の
よ
う
に
定
義
し
た
上
で
マ
ツ
キ
ノ
ソ
は
最
適
性
の
問
題
を
経
済
の
開
放
性
に
よ
り
ど
こ
ろ
を
お
こ
う
と
す
る
・
彼
の
い
う
開

放
性
と
は
貿
易
可
能
財
と
非
貿
易
可
能
財
と
の
比
で
あ
る
。
総
て
の
財
貨
は
こ
の
何
れ
か
に
分
類
さ
れ
・
前
者
は
輸
出
又
は
輸
入
の

対
象
と
た
り
得
る
財
貨
で
あ
り
、
後
者
は
輸
送
が
不
可
能
な
た
め
貿
易
の
対
象
と
な
り
得
た
い
財
貨
で
あ
る
。



彼
は
多
く
の
国
家
グ
ル
ー
プ
が
ど
の
よ
う
に
最
適
通
貨
圏
に
分
割
さ
れ
る
か
を
本
来
は
考
え
る
べ
き
だ
が
、
そ
の
よ
う
客
析
方

法
が
な
い
か
ら
と
し
て
二
定
の
定
義
づ
け
ら
れ
た
通
貨
圏
を
前
提
し
、
そ
の
通
貨
圏
が
外
界
と
の
間
で
変
動
相
蕎
を
採
用
す
べ

き
か
否
か
を
検
討
す
る
二
婁
合
、
考
慮
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
地
域
が
十
芝
小
さ
い
雀
ぼ
貿
易
可
能
財
の
域
外
通
貨
建
価

格
一
国
際
価
格
一
は
域
内
通
貨
価
値
の
変
動
に
よ
一
て
影
響
を
受
げ
な
い
と
仮
定
す
る
。
そ
し
て
対
外
均
衡
を
維
持
す
る
の
に
為
替

相
場
を
変
動
享
べ
き
か
、
そ
れ
と
畠
内
一
又
は
域
内
一
の
金
融
・
通
貨
の
膨
張
又
は
収
縮
政
策
を
と
る
べ
き
か
の
何
れ
が
最
も

適
し
て
い
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。

享
マ
ッ
キ
ノ
ソ
８
輸
出
可
能
財
を
輸
入
可
能
財
を
の
合
計
が
国
内
消
費
財
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
場
合
と
、
側
非
貿

易
可
能
財
の
生
産
が
輸
出
可
能
財
と
輸
入
可
能
財
を
合
わ
せ
た
も
の
吉
比
率
が
極
め
て
高
い
場
合
の
二
っ
の
ケ
ー
ス
に
っ
い
て
考

え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

２
ヶ
ー
ス
か
ら
見
よ
う
・
対
外
バ
ラ
ソ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
変
動
相
場
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
非
貿
易
可
能
財
・

の
価
格
は
国
内
通
貨
で
評
価
し
て
不
変
で
あ
る
。
為
替
相
場
の
変
動
気
財
支
財
の
価
格
を
相
場
変
動
率
に
従
つ
て
直
接
的
に
変

動
さ
せ
る
“
畠
内
通
貨
価
値
が
一
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
減
価
し
た
と
す
れ
完
財
支
財
の
国
内
通
貨
で
の
価
格
は
一
〇
バ
、
セ
ソ

ト
騰
貴
す
る
・
換
言
す
れ
ぱ
こ
れ
ら
の
財
完
財
に
対
上
○
バ
ー
セ
ソ
ー
騰
貴
す
る
。
こ
の
政
策
の
原
理
晃
財
、
爵
竃
内

生
産
が
増
大
し
・
し
か
支
財
、
斎
竃
内
消
費
が
減
少
す
る
一
即
ち
輸
崇
増
大
し
、
輸
入
が
減
少
す
る
一
こ
と
に
よ
畠
際
収
支

の
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
を
是
正
す
る
帰
結
差
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
形
で
の
為
替
相
場
の
変
動
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
需
要
の
変
動

窪
票
高
匿
腰
的
奮
合
、
国
内
価
格
の
安
定
性
、
即
ち
前
嵩
の
目
的
と
両
立
し
た
い
。
そ
れ
だ
け
で
た
く
、
為
替
相
場

の
下
落
は
国
内
価
格
を
騰
貴
さ
せ
て
国
際
収
支
の
均
衡
と
い
う
初
期
の
目
的
を
必
ら
ず
し
墓
成
さ
芙
い
。
従
つ
て
為
替
相
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
（
五
五
三
）

　
　
　
　
最
適
通
貨
圏
論
考
（
清
水
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
第
四
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
一
五
五
四
一

変
動
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
は
国
内
の
消
費
を
引
締
め
る
政
策
税
金
の
引
き
上
げ
等
が
必
要
と
な
る
・
か
く

し
て
一
ツ
キ
ノ
ソ
は
～
の
開
放
性
が
高
い
ケ
ー
ス
に
っ
い
て
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。
変
動
相
場
制
は
対
外
バ
ラ
ン
ス
を
制
御
す
る

手
段
と
し
て
有
効
で
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
国
内
物
価
の
安
定
に
有
害
な
効
果
を
及
字
。
更
に
変
動
相
場
制
の
下
で
の
投
機
的
行

為
を
考
え
た
場
合
、
む
し
ろ
完
全
な
固
定
相
場
制
の
方
が
最
適
で
あ
ろ
う
。
こ
の
下
で
金
融
・
財
政
政
策
の
わ
ず
か
な
行
使
に
よ
一

て
総
て
の
分
野
で
国
内
支
出
を
切
り
っ
め
さ
せ
、
直
ち
に
屡
隻
の
審
を
回
復
さ
芸
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
な
す
・

、
次
后
の
ケ
、
ス
、
即
ち
非
貿
易
可
能
財
の
生
産
が
貿
易
可
能
財
の
生
産
よ
り
圧
倒
的
に
大
き
い
ヶ
ー
ス
に
移
る
・
こ
の
場
合
も

い
の
ケ
、
ス
と
同
じ
く
一
〇
バ
、
セ
ソ
ト
の
国
内
誓
価
値
の
下
落
更
財
支
財
の
価
格
を
騰
貴
さ
せ
る
が
・
国
内
の
全
体
の
物

価
指
数
に
及
字
影
響
は
そ
れ
程
大
き
く
な
い
。
か
く
し
て
貿
易
可
能
財
の
価
格
の
騰
貴
蟹
易
収
支
を
改
善
す
る
・
そ
れ
に
対
し

て
対
外
バ
ラ
ソ
ス
を
回
復
す
る
為
の
需
要
引
締
め
を
主
と
し
て
金
融
・
財
政
政
策
に
依
拠
し
た
な
ら
ぼ
失
業
が
一
層
増
大
す
る
だ
ろ

う
。
引
続
め
の
影
響
は
非
貿
易
可
能
財
に
大
き
く
の
し
か
か
り
、
爵
の
価
格
を
引
下
げ
ね
窪
ら
ず
・
爵
の
麓
要
素
の
大
部

分
は
労
働
サ
ー
ビ
ス
で
あ
ろ
う
か
ら
、
賃
金
一
ス
ト
を
引
下
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
失
業
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
・

し
た
が
っ
て
側
の
ケ
ー
ス
の
場
合
は
金
融
・
財
政
政
策
よ
り
も
為
替
相
場
を
変
動
さ
せ
た
方
が
よ
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
一
。
；
．
一
．
竃
。
套
彗
ヨ
８
、
ぎ
、
昌
・
目
、
§
・
二
嚢
ら
ニ
ミ
ぎ
ミ
婁
葦
婁
葦
鼻
９
」
一
。
つ
喜
葦
二
奏
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
　
　
　
３
一
経
済
の
多
様
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ネ
ン
の
基
準

ヶ
ネ
ソ
の
論
文
は
享
マ
ソ
デ
ル
の
要
素
移
動
性
の
基
準
を
批
判
す
る
こ
と
か
ら
始
書
、
そ
れ
か
ら
彼
自
身
の
理
論
の
展
開
と



な
る
。
彼
自
身
の
展
開
の
と
こ
ろ
を
見
よ
う
。

　
　
「
私
の
考
え
で
は
単
一
国
家
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
、
・
・
ヅ
ク
ス
の
多
様
性
、
単
一
生
産
物
地
域
の
数
の
多
さ
の
方
が
労
働
移
動

　
性
よ
り
連
関
性
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
。
私
は
次
の
三
点
を
指
摘
し
た
い
。

　
ｏ
ｏ
　
多
様
化
さ
れ
た
国
民
経
済
は
単
一
生
産
物
の
国
民
経
済
よ
り
も
交
易
条
件
の
変
化
を
蒙
る
こ
と
は
少
な
い
。

　
吻
　
事
実
に
－
お
い
て
、
主
要
な
輸
出
品
に
対
す
る
需
要
が
減
少
し
た
場
合
、
多
様
化
の
少
な
い
国
民
経
済
よ
り
も
急
激
な
失
業
が
発
生
す
る
こ
と

　
　
は
な
い
。

　
四
　
外
国
の
需
要
と
国
内
需
要
と
の
間
の
リ
ソ
ク
、
特
に
輸
出
と
投
資
と
の
間
の
リ
ソ
ク
は
多
様
化
さ
れ
た
国
民
経
済
で
は
弱
い
。
従
っ
て
海
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
　
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
国
内
雇
用
の
変
化
は
そ
れ
に
対
応
す
る
資
本
形
成
の
変
化
に
よ
っ
て
一
層
加
重
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
」

　
か
く
し
て
彼
は
固
定
相
場
制
が
多
様
化
さ
れ
た
国
民
経
済
に
最
も
適
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
そ
れ
は
事
前
的
に
は
多
様

化
は
外
的
シ
ョ
ッ
ク
を
平
準
化
し
、
国
内
資
本
形
成
を
安
定
さ
せ
、
事
後
的
に
は
平
準
化
が
不
完
全
な
場
合
の
損
害
を
最
低
に
お
さ

え
る
役
割
り
を
果
た
す
。
多
様
化
は
各
種
の
専
門
化
さ
れ
た
労
働
に
対
し
雇
用
の
機
会
を
最
大
に
す
る
が
故
に
マ
ソ
デ
ル
の
い
う
要

素
移
動
の
前
提
条
件
と
も
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
勺
．
吋
．
　
穴
向
オ
向
オ
一
弓
｝
¢
弓
プ
¢
○
Ｈ
＜
ｏ
｛
○
り
饒
昌
自
Ｈ
目
Ｏ
目
Ｈ
Ｈ
Ｑ
箏
ｏ
Ｋ
＞
Ｈ
¢
ｐ
ｏ
ｏ
∴
　
ト
目
向
ｏ
－
¢
ｏ
饒
ｏ
　
く
討
奉
一
　
－
箏
　
く
■
箏
ｑ
ｏ
－
　
｝
目
｛
○
つ
ミ
ｏ
げ
ｏ
ｑ
串

　
　
　
　
　
　
　
○
戸
き
ミ
ざ
ミ
、
§
ミ
～
§
い
県
事
～
掌
“
ミ
§
ぎ
§
Ｎ
肉
８
§
§
ｋ
．

　
　
（
２
）
勺
．
甲
穴
向
岩
向
多
ミ
、
ｏ
」
り
．

４
　
イ
ソ
フ
レ
率
と
失
業
率
と
の
関
係

　
イ
ソ
フ
レ
率
と
失
業
率
と
は
相
反
す
る
関
係
に
あ
る
。
失
業
を
減
少
さ
せ
完
全
展
用
に
近
づ
げ
よ
う
と
す
る
と
イ
ソ
フ
レ
は
昂
進

し
、
逆
に
イ
ソ
フ
レ
を
お
さ
え
よ
う
と
す
る
と
失
業
率
が
高
ま
る
。
こ
の
関
係
を
曲
線
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
フ
ィ
リ
ヅ
プ
ス
曲
線

　
　
　
最
適
通
貨
圏
論
考
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
五
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
五
五
六
）

　
　
　
　
　
　
（
１
）

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
今
Ａ
国
と
Ｂ
国
と
い
う
二
っ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
曲
線
の
異
な
っ
た
国
を
想
定
し
て
見
よ
う
（
第
－
図
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
出
発
点
と
し
て
Ａ
国
は
イ
ソ
フ
レ
率
と
失
業
率
と
の
関
係
で
図
の
Ａ
点
を
選
好
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
恥
　
搬
て
い
た
と
す
る
。
っ
ま
り
Ｑ
と
い
美
業
率
、
・
と
い
う
イ
ン
フ
レ
率
で
あ
る
。
も
し
拡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
張
主
義
的
政
策
を
と
っ
て
〃
点
に
位
置
す
る
な
ら
ほ
失
業
率
は
町
点
迄
減
少
す
る
が
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
率
　
　
リ
　
代
償
と
し
て
ｒ
と
い
う
高
い
イ
ソ
フ
レ
率
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ａ
国
は
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
燃
Ｂ
け
ろ
低
い
イ
ソ
フ
レ
率
の
・
点
を
選
好
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
逆
に
・
震
出
発
点
に
お
い

一
　
　
　
　
　
縣
て
・
点
姦
好
し
、
低
い
失
業
率
に
力
点
が
お
か
れ
、
そ
の
か
わ
り
高
い
イ
ソ
フ
レ
率
も

イ
ン
フ
レ
率
Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
　
や
む
な
し
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
両
国
が
一
つ
の
通
貨
圏
を
形
成
し
、
固
定
為
替
相
場
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
失
　
結
ば
れ
る
と
ど
う
な
る
か
。
イ
ソ
フ
レ
率
の
調
和
が
必
要
で
あ
り
、
新
ら
し
い
共
通
の
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
率
　
　
率
　
ソ
フ
レ
率
巧
を
選
好
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ａ
国
は
Ｋ
と
い
う
高
い
イ
ソ
フ
レ
率
と
い
う
犠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
Ａ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
失
　
　
ン
　
牲
を
、
Ｂ
国
は
Ｔ
と
い
う
高
い
失
業
率
と
い
う
犠
牲
を
こ
う
む
る
こ
と
に
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
論
を
展
開
し
て
い
る
代
表
的
な
も
の
に
マ
ニ
フ
ィ
コ
と
フ
レ
、
・
・

冗

イ
ン
フ
レ
率
　
　
　
図
（
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
ソ
グ
が
あ
る
。
以
下
フ
レ
ミ
ソ
グ
の
い
う
と
こ
ろ
を
若
干
紹
介
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
は
ま
ず
基
本
的
な
不
均
衡
の
問
題
と
し
て
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
即
ち
単
一
の
通
貨

圏
に
参
加
す
る
国
々
の
間
で
経
済
発
展
は
均
一
的
に
起
る
も
の
で
な
く
、
そ
の
た
め
相
対
的
価
格
の
水
準
も
不
均
等
と
な
る
。
も
し

各
国
が
こ
れ
に
も
と
づ
く
国
際
収
支
の
不
均
衡
を
回
復
す
る
た
め
に
為
替
相
場
を
変
更
す
る
自
由
を
保
持
し
て
い
る
た
ら
ば
、
相
互

王

〃

Ｂ

！

Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ

－

Ｔ

・・・・

Ｂ

・・

Ｉ
ｌ
．
１
Ｉ
Ｉ
・
・
ｌ
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
－

－

・

Ｔ

ｂ

－

■

Ｐ

一

・

■一

〃
　
一

ｂ

ノ
フ
レ
率
Ｓ

Ｓ
一

Ｏ

・・・－－
　
　
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ

Ｑ

１
　
一
　
　
・

Ａ
一

・

１

・

　
・
Ｉ
ｌ
１
一
‘
１
１
１
，

Ｑ

・

一

・

・

．

－

一
　
・

・
　
・

・
　
・

ａＰ

。
Ｒ
Ｒ

ａ

■
７
レ
拳

Ｏ



の
問
及
び
第
三
国
と
の
間
の
不
均
衡
の
回
避
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
相
互
問
で
固
定
相
場
制
を
採
用
し
て
お
り
、
か
か
る
調
整
手

段
に
う
っ
た
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
グ
ル
ー
ブ
全
体
と
し
て
は
対
外
均
衡
を
維
持
し
て
い
て
も
、
相
互
の
問
の
不
均
衡
は

排
除
で
き
な
い
。
相
対
的
に
弱
い
ポ
ジ
シ
ヨ
ソ
に
あ
る
国
は
国
際
収
支
は
全
体
と
し
て
赤
字
に
な
り
、
強
い
国
の
そ
れ
は
黒
字
に
な

る
。
前
者
は
イ
ソ
フ
レ
率
を
低
め
て
高
い
失
業
率
で
我
慢
せ
ね
ぼ
た
ら
な
く
な
り
、
反
対
に
後
者
は
高
い
イ
ソ
フ
レ
率
を
と
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
得
た
く
た
る
。
そ
し
て
両
者
の
国
は
殆
ん
ど
同
じ
イ
ソ
フ
レ
率
を
地
域
全
体
と
し
て
と

ＵＯＵ

Ｎ

Ｏ

最
適
通
貨
圏
論
考
（
清
水
）

図２第

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
新
ら
し
い
イ
ソ
フ
レ
率
１
１
失

業
率
の
関
係
は
、
全
体
と
し
て
は
従
来
各
国
が
個
々
に
調
整
し
て
い
た
も
の
と
比
較
す
る

と
一
層
不
利
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
フ
レ
、
・
・
ソ
グ
は
主
張
す
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
こ
の
失
業
１
ー
イ
ソ
フ
レ
の
関
係
を
示

す
線
は
典
型
的
た
曲
線
で
、
特
に
完
全
雇
用
に
近
づ
い
た
付
近
で
勾
配
は
急
に
な
る
。
従

っ
て
失
業
が
零
に
接
近
す
る
に
従
っ
て
イ
ソ
フ
レ
に
対
す
る
刺
激
は
急
速
に
増
大
す
る
。

も
し
各
国
が
同
じ
傾
斜
の
失
業
率
１
ー
イ
ソ
フ
レ
率
曲
線
を
も
ち
、
選
好
さ
れ
た
点
で
不
均

衡
が
発
生
し
た
場
合
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
失
業
が
不
変
に
保
た
れ
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、
平

均
的
イ
ソ
フ
レ
率
は
増
大
す
る
だ
ろ
う
。
Ａ
国
と
Ｂ
国
が
あ
り
労
働
力
の
規
模
は
同
規
模

で
失
業
率
１
ー
イ
ソ
フ
レ
率
曲
線
も
同
様
で
あ
る
と
す
る
。
イ
ソ
フ
レ
率
（
価
格
上
昇
率
）
は

Ｎ
軸
で
、
失
業
率
は
Ｕ
軸
で
示
さ
れ
る
。
出
発
点
（
亀
、
＄
）
に
ー
お
い
て
は
両
国
で
そ
の
煩

斜
は
同
じ
で
あ
る
。
又
イ
ソ
フ
レ
率
と
失
業
率
も
同
様
で
あ
る
。
国
際
収
支
の
不
均
衡
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
五
五
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
五
五
八
）

発
生
し
、
Ａ
国
は
亀
点
か
ら
乳
点
に
移
行
し
、
Ｂ
国
は
軋
点
か
ら
凱
点
へ
移
行
し
た
と
す
る
。
又
Ａ
国
に
ー
お
げ
る
失
業
の
減
少
と
Ｂ

国
に
お
け
る
失
業
の
増
加
は
同
じ
と
す
る
。
第
２
図
か
ら
分
る
よ
う
に
ｃ
っ
曽
、
戸
Ｖ
ｃ
ｏ
ず
、
戸
、
即
ち
Ａ
国
に
お
け
る
イ
ソ
フ
レ
率
の
増
大

は
Ｂ
国
に
お
け
る
イ
ソ
フ
レ
率
の
減
少
よ
り
も
大
で
あ
り
、
両
国
の
平
均
イ
ソ
フ
レ
率
は
大
と
な
る
。
こ
の
イ
ソ
フ
レ
を
防
ご
う
と

す
れ
ぼ
赤
字
国
の
失
業
の
増
大
が
黒
字
国
の
失
業
の
減
少
よ
り
も
大
と
な
り
、
全
体
と
し
て
の
失
業
の
増
加
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
得

　
、
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

な
し
　
こ
の
よ
う
に
し
て
失
業
率
Ｈ
イ
ソ
フ
レ
率
の
関
係
は
単
一
通
貨
圏
移
成
に
よ
っ
て
悪
化
す
る
と
フ
レ
ミ
ソ
グ
は
述
べ
て
い
る
。

　
労
働
力
移
動
や
資
本
移
動
に
っ
い
て
も
フ
レ
、
・
・
ソ
グ
は
検
討
し
て
い
る
が
、
不
均
衡
を
回
復
す
る
程
大
き
な
労
働
力
移
動
は
お
こ

り
そ
う
に
な
い
し
、
資
本
移
動
は
か
え
っ
て
均
衡
破
壊
的
な
場
合
も
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

　
彼
は
以
上
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
具
体
的
た
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
興
味
深
い
結
論
を
引
き
出
し
て
い
る
。
彼
は
Ｅ
Ｅ

Ｃ
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
一
九
六
〇
年
代
に
他
の
何
れ

の
工
業
国
よ
り
も
高
い
平
均
失
業
率
を
も
っ
て
い
た
。
長
期
的
な
失
業
率
１
ー
イ
ソ
フ
レ
率
の
関
係
は
合
衆
国
で
は
極
め
て
悪
い
状
態

に
あ
っ
た
。
異
な
っ
た
地
域
間
、
異
な
っ
た
職
種
問
の
労
働
需
給
の
調
整
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
同
様
な
情
況
は
英
国
に
お
げ

る
両
大
戦
問
の
時
期
に
も
現
ち
れ
た
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
前
述
の
理
論
か
ら
容
易
に
理
解
で
き
る
。
即
ち
こ
の
相
対
的
に
高
い
失
業

率
と
相
対
的
に
不
利
な
失
業
率
Ｈ
イ
ソ
フ
レ
率
関
係
は
、
こ
の
広
大
な
地
域
に
労
働
カ
が
分
散
し
、
か
つ
熟
練
度
や
教
育
の
異
質
性

な
ど
か
ら
し
て
労
働
の
移
動
性
が
不
足
し
、
又
中
央
政
府
と
州
政
府
と
の
問
で
有
効
需
要
の
管
理
政
策
、
労
働
市
場
政
策
、
所
得
政

策
が
異
な
る
、
そ
の
よ
う
た
地
域
が
単
一
の
為
替
レ
ー
ト
地
域
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ず
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
Ｅ
Ｅ
Ｃ

が
単
一
の
為
替
レ
ー
ト
地
域
を
形
成
し
た
場
合
、
労
働
移
動
性
の
困
難
や
政
策
の
統
一
の
一
層
の
困
難
性
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
よ
り
も
一
層
大
き
な
困
難
に
直
面
す
る
だ
ろ
う
と
述
べ
、
彼
は
通
貨
統
合
に
っ
い
て
は
十
分
冷
静
に
有
利
・
不
利
を
検
討
す
べ
き



こ
と
を
結
論
と
し
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
フ
ィ
リ
ヅ
プ
ス
曲
線
と
い
う
名
称
は
ト
．
オ
．
勺
プ
旨
場
の
論
文
、
↓
訂
宛
、
－
註
。
箏
ず
、
言
。
。
。
亭
、
射
四
け
、
。
庁
。
プ
、
箏
・
。
。
一
目
峯
。
目
、
ざ

　
　
　
　
オ
品
¢
射
９
轟
彗
｛
弓
篶
旨
旦
毫
冒
９
二
箏
亭
Ｏ
¢
己
け
＆
５
お
３
目
Ｈ
。
・
胃
１
お
畠
．
一
向
、
。
、
。
ミ
。
亀
一
、
、
く
（
岩
。
デ
Ｈ
竃
Ｏ
。
）
に
由
来
す
る
。

　
　
一
２
一
〇
≧
§
肇
９
、
睾
・
ｏ
§
竃
旨
・
葛
；
一
一
邑
昌
一
Ｒ
墨
曽
８
；
、
・
葦
、
＞
オ
。
奉
害
ｏ
、
。
、
。
プ
、
』
吻
吻
、
ｋ
吻
一
ミ
ミ
、
、
ミ
雫

　
　
　
　
“
ぎ
ミ
ミ
、
ぎ
ｓ
ミ
ミ
一
目
◎
一
〇
◎
ｃ
◎
．
Ｈ
０
べ
Ｈ
一

　
　
（
３
）
－
峯
．
目
彗
鼻
．
○
二
葦
墓
二
註
量
麦
一
ぎ
、
』
§
・
き
さ
ミ
、
ミ
、
ド
・
つ
、
Ｐ
Ｈ
竃
・

　
　
（
４
）
　
プ
レ
ス
リ
ー
及
び
デ
ニ
ス
は
こ
の
考
え
を
あ
ま
り
に
も
悲
観
的
と
し
て
退
げ
、
逆
に
共
通
イ
ソ
フ
レ
率
は
両
国
の
イ
ソ
フ
レ
率
の
平

　
　
　
　
均
よ
り
も
低
く
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。

５
　
　
応

の
結
論

　
以
上
最
適
通
貨
圏
の
理
論
に
っ
い
て
主
要
な
見
解
を
若
干
の
コ
メ
ソ
ト
を
ま
じ
え
っ
っ
紹
介
し
て
き
た
。
更
に
・
プ
レ
ス
リ
ー
及
び

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
・

デ
ニ
ス
の
『
通
貨
圏
』
、
　
コ
フ
ィ
ー
の
『
欧
州
及
び
通
貨
』
に
っ
い
て
も
そ
の
所
説
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
が
　
　
一
応
こ
こ
で
本

稿
に
つ
い
て
は
し
め
く
く
り
た
い
。

　
マ
ソ
デ
ル
の
要
素
移
動
性
に
つ
い
て
は
既
に
か
な
り
詳
細
に
コ
メ
ソ
ト
を
加
え
た
。

　
フ
レ
ミ
ソ
グ
の
論
文
は
一
九
七
一
年
に
か
か
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
高
率
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
、
一
目
同
率
の
失
業
が
顕
在
化

す
る
以
前
、
又
経
済
通
貨
同
盟
に
よ
り
ヘ
ビ
が
始
動
す
る
以
前
に
か
か
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
後
の
動
き
は
ま
さ
に
フ
レ
ミ
ソ
グ

の
指
摘
し
た
よ
う
な
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
理
論
的
に
も
現
実
的
に
も
黒
字
国
の
方
が
赤
字
国
よ
り
も
相
対
的

に
完
全
雇
用
に
近
い
状
態
に
１
あ
る
し
、
こ
の
よ
う
な
国
の
雇
用
刺
激
策
は
、
よ
り
イ
ソ
フ
レ
的
に
な
る
だ
ろ
う
こ
と
も
た
し
か
に
い

　
　
　
　
最
適
通
貨
圏
論
考
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
五
五
九
）



　
　
　
　
立
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え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
興
味
あ
る
理
論
展
開
と
は
い
え
る
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
通
貨
同
盟
の
形
成
は
イ
ソ
フ
レ
を
促
進

す
る
か
、
或
は
失
業
を
増
大
さ
せ
る
と
結
論
づ
け
る
に
は
割
切
れ
な
い
も
の
を
感
じ
る
。
現
在
の
高
失
業
率
に
つ
い
て
も
フ
レ
ミ
ソ

グ
の
予
言
が
あ
た
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
通
じ
て
顕
在
化
し
た
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
経
済
の
構
造
的
な
脆
弱
性
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
通
貨
同
盟
の
形
成
は
む
し
ろ
通
貨
取
引
面
に
お
げ
る
不
経
済
性
を
除
去
し
、
又
商
品
市
場
の
統
一
性
を
一
層
お
し

す
す
め
て
、
こ
の
面
か
ら
も
不
経
済
性
を
除
去
し
、
イ
ソ
フ
レ
要
因
を
な
く
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
筈
で
あ
る
。

　
視
角
を
転
ず
る
が
、
経
済
的
見
地
か
ら
し
て
、
　
「
齢
麿
通
貨
圏
」
又
は
「
齢
麿
通
貨
圏
の
理
論
」
な
る
も
の
が
あ
り
う
る
の
か
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

う
か
、
こ
こ
に
も
疑
問
を
提
示
し
た
い
。
現
在
の
時
点
に
お
げ
る
通
貨
圏
の
形
成
は
も
っ
と
政
治
的
、
政
策
的
な
要
素
が
強
い
よ
う

に
思
え
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
貨
幣
と
は
何
か
、
と
い
う
原
点
に
か
え
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
一
般
に
貨
幣

の
機
能
と
し
て
流
通
手
段
、
支
払
い
手
段
が
そ
の
重
要
た
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
そ
の
他
価
値
の
尺
度
機
能
・
価
値
の
蓄
蔵
手

段
と
し
て
の
機
能
等
あ
る
が
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
）
。
　
こ
の
よ
う
に
商
品
の
交
換
、
流
通
を
媒
介
す
る
も
の
が
貨
幣
で
あ
る
か
ら
・
市
場

の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
貨
幣
が
流
通
す
る
。
古
く
か
ら
市
場
圏
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
そ
こ
は
共
通
の
貨
幣
が
流
通
す
る
場
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
場
合
の
貨
幣
と
は
多
く
の
場
合
、
金
貨
又
は
銀
貨
で
あ
っ
た
。

　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
は
一
っ
の
市
場
圏
の
形
成
で
あ
り
、
そ
の
点
で
共
通
通
貨
に
対
す
る
要
請
は
強
い
と
い
え
よ
う
。
又
か
っ
て
の
英
連
邦
は

ポ
ソ
ド
圏
と
し
て
一
つ
の
共
通
通
貨
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
も
英
国
を
頂
点
と
す
る
一
つ
の
市
場
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
対

応
す
る
。
マ
ツ
キ
ノ
ン
は
経
済
の
開
放
性
を
最
適
通
貨
圏
形
成
の
重
要
た
基
準
と
考
え
た
し
、
ヶ
ネ
ソ
は
経
済
の
多
様
性
を
そ
の
基

準
と
し
て
主
張
し
た
こ
と
は
既
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
基
準
は
場
合
に
よ
っ
て
は
矛
盾
す
る
側
面
を
も
っ
こ
と
は
多

く
の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
あ
る
国
の
経
済
が
か
な
り
の
部
分
を
単
一
産
品
の
輸
出
に
依
存
し
て
い
る
モ
ノ
カ
ル



チ
一
ア
構
造
の
国
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
経
済
の
開
放
性
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ぼ
そ
れ
は
高
い
が
、
多
様
性
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
そ

れ
は
低
い
・
従
一
て
間
題
を
立
て
る
場
合
に
、
一
ツ
キ
ノ
ソ
や
ヶ
ネ
ソ
の
よ
う
莞
て
方
で
凄
く
、
共
通
の
市
場
圏
を
形
成
し
て

い
る
か
否
か
が
重
琵
の
で
あ
る
。
共
通
の
市
場
圏
を
形
成
し
て
い
れ
ば
モ
ノ
カ
ル
チ
ユ
ァ
の
国
で
も
単
一
通
貨
圏
の
中
に
入
；

る
だ
ろ
う
し
・
多
様
性
の
国
で
も
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
政
策
を
と
一
て
い
る
国
だ
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
政
策
の
要
請
か
ら
し
て
単
一
通
貨
圏

の
形
成
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
市
場
圏
の
髭
を
重
要
な
要
素
と
お
さ
え
っ
っ
も
、
経
済
発
展
の
現
段
階
で
は
そ
れ
だ
け
で
共
通
の
通
貨
圏
髭
の

必
然
性
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
段
階
で
は
金
本
位
程
崩
壌
し
、
管
理
通
貨
制
に
入
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
先
長
幣

の
機
能
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
こ
害
典
的
釜
幣
の
機
能
に
加
え
て
、
新
た
に
い
ま
一
つ
の
機
襲
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
即

ち
貨
幣
は
資
本
主
義
経
済
に
お
い
て
そ
の
膨
張
・
収
縮
を
介
し
て
経
済
を
コ
ソ
ト
ロ
、
ル
す
る
媒
体
の
機
能
を
果
た
す
と
い
う
点
で

あ
る
・
こ
の
点
竺
鑑
に
篤
知
の
事
実
と
認
め
ら
れ
て
い
奈
ら
、
未
だ
貨
幣
の
機
能
と
し
て
は
列
記
さ
れ
る
に
い
た
つ
て
い

な
い
よ
う
息
え
る
・
け
だ
し
こ
れ
は
貨
幣
の
流
通
手
段
・
支
払
い
手
段
か
ら
派
生
す
る
も
の
で
あ
言
。
し
か
し
こ
れ
を
追
加
す

る
こ
志
よ
り
・
通
貨
圏
の
概
念
を
考
え
る
場
Ａ
一
、
上
に
述
べ
た
市
場
圏
に
加
え
て
新
た
隻
素
が
つ
げ
加
わ
る
。
即
ち
そ
れ
は
そ

の
市
場
圏
の
経
済
を
一
ソ
ト
一
上
す
る
単
一
の
或
は
共
通
の
経
済
主
体
の
形
成
で
あ
る
。
こ
れ
な
く
し
て
は
真
の
意
味
で
の
通
貨

圏
は
髭
さ
れ
な
、
通
貨
圏
の
形
成
の
基
礎
は
現
時
占
一
で
は
経
済
的
問
題
よ
り
政
治
的
問
題
と
述
べ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で

あ
る
・
Ｅ
Ｅ
Ｃ
が
単
一
通
貨
圏
を
形
成
し
、
そ
れ
が
成
孕
る
か
否
か
を
考
え
る
場
合
…
が
最
適
通
貨
圏
と
し
て
の
基
準
を
具

備
し
て
い
る
か
否
か
・
よ
り
喜
し
ろ
単
一
通
貨
圏
を
形
成
す
る
政
治
的
意
図
室
つ
て
い
る
か
否
か
の
方
が
重
要
で
あ
る
。
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（
１
）
Ｈ
ら
・
串
邑
｛
彗
｛
９
貝
－
．
宗
昌
〆
９
ミ
§
｛
寺
§
一

（
２
）
　
勺
９
實
Ｏ
◎
｛
守
ざ
寒
§
ｂ
～
ｓ
ミ
～
§
ミ
§
一
岩
ミ
．

（
３
）
　
プ
レ
ス
リ
ー
及
び
デ
ニ
ス
も
同
様
な
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
な
通
貨
圏
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
五
六
二
）

岩
豪
．

即
ち
Ｅ
Ｅ
Ｃ
は
最
適
通
貨
圏
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

成
功
的


